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平成 23 年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

  

 平成 22 年８月６日に公表しました平成 23 年３月期第２四半期累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30

日）の連結業績予想値ならびに個別業績予想値とそれぞれの実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知ら

せします。 

 また、最近の業績動向を踏まえ、同じく平成22年８月６日に公表しました通期連結業績予想ならびに通期個別業

績予想についても修正しましたので、併せてお知らせします。 

 

記 

 

１．平成23 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異（平成22 年４月1 日～平成22 年９月 30 日） 

 

  
売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株 当 たり 

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 

3,240 55 5 20 2.00 

実績値（Ｂ） 3,213 △37 △108 △447 △44.80 

増減額（Ｂ－Ａ） △27 △92 △113 △467 ― 

増減率（％） △0.8 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成22 年３月期第２四半期） 
2,504 △361 △363 △368 △36.96 

  

２．平成23 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値と実績値との差異（平成22 年４月1 日～平成22 年９月 30 日） 

  売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株 当 たり 

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 

2,990 45 △15 5 0.50 

実績値（Ｂ） 3,003 △63 △136 △462 △46.34 

増減額（Ｂ－Ａ） 13 △108 △121 △467 ― 

増減率（％） 0.5 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成22 年３月期第２四半期） 
2,200 △361 △333 △314 △31.47 

 



３．平成23 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年４月1 日 ～ 平成23 年３月31 日） 

  売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株 当 たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 

6,670 245 120 130 13.02 

今回発表予想（Ｂ） 6,500 110 △10 △350 △35.06 

増減額（Ｂ－Ａ） △170 △135 △130 △480 ― 

増減率（％） △2.5 △55.1 ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成22 年３月期） 
5,335 △480 △499 △640 △64.14 

  

４．平成23 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年４月1 日 ～ 平成23 年３月31 日） 

  売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株 当 たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 

6,140 210 80 100 10.02 

今回発表予想（Ｂ） 6,000 70 △60 △385 △38.57 

増減額（Ｂ－Ａ） △140 △140 △140 △485 ― 

増減率（％） △2.3 △66.7 ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成22 年３月期） 
4,753 △522 △430 △536 △53.74 

 

５ ‐１．第２四半期累計期間業績予想値と実績値との差異が生じた理由 

 当累計期間の個別業績において、受注ではやや回復の兆しがみられ売上高は好転いたしましたが、棚卸資産の

減少や原材料費をはじめとした変動費の高騰などにより売上原価が上昇したこと、更には繰延税金資産の回収可

能性を検討した結果、その一部として355百万円を取り崩したことなどにより、損益に大幅な差異が生じたもので

す。 

 連結業績における差異は、個別業績を反映したものであります。 

  

５ ‐２．通期業績予想修正の理由 

 連結業績ならびに個別業績ともに第２四半期累計期間における業績が大幅に悪化したことが主な要因であり、 

後半の業績回復も緩やかなものと予想されることから、通期の業績予想を修正いたします。  

 

（注）上記の連結業績予想および個別業績予想は、本資料の発表日現在における入手可能な情報および将来の業績に

影響を与える不確定な要因に係る仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と大きく

異なる結果になる可能性があります。 

以上 

 


